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★★職場体験発表 ２回の発表で広がった学び★★ 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渋谷区立上原中学校 

第１学年だより 

令和８年３月１３日（金） 

No.43 

 

～ One for all, All for one ～ 

先週から取り組んできた職場体験の事後学習が無事に終わりました。発表に挑戦した皆さ

ん、お疲れさまでした。今回は、一人２回発表する形にしました。1回目は体験した事実を分

かりやすく伝えること、2 回目は仲間の発表や質問を受けて考えを深め、自分の言葉でまと

め直すことがねらいです。やはり、回を重ねるごとに、声の大きさや視線、内容の整理が向上

し、学びがより確かなものになっていました。発表を終えての感想を一部紹介します！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分は緊張して必要以上に敬語を使ってしまい、フレンドリーさがなくなって事後学習を楽し

く発表しずらくなってしまった。自分以外の職場体験先を知識を交えながら教えてくれて、将

来の仕事の見方が大きく変わりました。今回のような機会があって良かった。 

 

・見に来てくれる人の多くが、自分の発表を望んで来てくれるわけだから、発表しやすかった。

隣の人の声が大きいからこそ、自分も大きい声を出そうという対抗心が燃え、大きい声が出

せた。見ている人が近くにいるから反応がすごく聞こえて、安心して発表できた。２回目以

降、来てくれる人いるかな・・・と不安だったけれど意外とたくさんの人が来てくれて嬉しかっ

た。最終的には時間配分も改善することができ、よい発表ができた！ 
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★★３/１６（月）～３/２０（金）の時間割★★ 
 ３/１６（月） １７（火） １８（水） １９（木） ２０（金） ２１（土） 
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終業式まで 残りの登校回数７回に・・・。 “向上心・他者貢献”をラストまで                   

・発表の中で意識したことが３つあります。１つ目は８分間飽きさせないよう、合間に体験談、ク

イズを入れました。２つ目は大きくはっきり話すことです。これは今回とても重要でした。３つ目

はスライドの見せ方です。写真などは実際に近づけて説明しました。実際に発表を行うと見てく

れている人たちが良い反応をしてくれてとても嬉しかったです。 

 

・自分の発表の人気さが目に見えて分かってしまうのは少し気まずいけど、そうならないために

自分の呼び込みをしたりするのが工夫しがいがあった。見てくれる人がいることが当たり前じ

ゃないって知れました。また、見てくれる人たちにとって問いかけたら返答をくれたり、うなずい

てくれているのがはっきり見えたりしました。 

 

・今回はブース形式でクラスや学年で発表するよりも比較的聞く人の数も少なく、良い意味でピ

リッとした空気感ではなかった。そのため、聞く人も少し発言しやすいのでは・・・？と思い、今

回の発表では問いかけやクイズを以前より増やした。増やしたことで顔が上がったり、表情が

やわらかくなった人も多くいて、この工夫はとても良かったかなと感じた。しかし、やっぱり問い

かけやクイズを増やしても発言しにくそうにしている子も実際いて、そこが反省点だと思った。も

っとクイズだったら考える時間を増やしたり、問いかけだったら Yes、No で答えられるとうな簡

単なものにしたりなど工夫できたところがたくさんあったと思うから、来年度の発表でぜひ生

かしたいと思う。 
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